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５

貿
易
円
滑
化
の
た
め
の
税
関
手
続
の
改
善

^

貨
物
を
保
税
地
域
等
に
入
れ
た
後
に
す
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
輸
出
申
告
に
つ
い
て
、
貨
物
を
保
税
地

域
等
に
入
れ
る
こ
と
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
た
。（
関
税
法
第
六
七
条
の
二
関
係
）

_

貨
物
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
と
法
令
遵
守
の
体
制

が
整
備
さ
れ
た
通
関
業
者
に
通
関
手
続
を
委
託
し
貨

物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
及
び
貨
物
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
管
理
と
法
令
遵
守
の
体
制
が
整
備
さ
れ
た
製
造

者
が
製
造
し
た
貨
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
に
対

す
る
特
例
措
置
の
改
善
等
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
関

税
法
第
三
〇
条
及
び
第
六
三
条
等
関
係
）

６

税
関
に
お
け
る
水
際
取
締
り
の
充
実
・
強
化

^

外
国
貿
易
機
等
の
運
航
者
等
に
対
し
、
そ
の
入
港

の
前
に
、
当
該
外
国
貿
易
機
等
に
係
る
予
約
者
の
予

約
情
報
等
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
し
た
。（
関
税
法
第
一
五
条
、第
一
五
条
の
三
、

第
二
〇
条
、
第
二
〇
条
の
二
、
第
一
一
四
条
の
二
及

び
第
一
一
五
条
の
二
関
係
）

_

不
正
競
争
防
止
法
に
規
定
す
る
技
術
的
制
限
手
段

を
回
避
す
る
装
置
を
提
供
す
る
行
為
を
組
成
す
る
物

品
を
輸
出
し
て
は
な
ら
な
い
貨
物
及
び
輸
入
し
て
は

な
ら
な
い
貨
物
に
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
関
税
法

第
六
九
条
の
二
及
び
第
六
九
条
の
一
一
関
係
）

７

納
税
環
境
の
整
備

^

関
税
に
関
す
る
更
正
の
請
求
の
除
斥
期
間
等
を
延

長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
関
税
法
第
七
条
の
一
五
及
び

第
一
四
条
〜
第
一
四
条
の
三
関
係
）

_

申
請
に
対
す
る
処
分
及
び
不
利
益
処
分
の
際
に
理

由
を
示
す
こ
と
と
し
た
。（
関
税
法
第
八
八
条
の
二
及

び
と
ん
税
法
第
一
〇
条
の
三
関
係
）

`

輸
入
さ
れ
た
貨
物
に
係
る
税
関
職
員
の
質
問
検
査

等
に
関
す
る
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
関

税
法
第
一
〇
五
条
、
第
一
〇
五
条
の
二
及
び
第
一
一

四
条
の
二
等
関
係
）

８

こ
の
法
律
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

４

港
湾
運
営
会
社
に
対
す
る
港
湾
施
設
の
貸
付
け

国
土
交
通
大
臣
及
び
港
湾
管
理
者
は
、
港
湾
運
営

会
社
に
対
し
て
、
行
政
財
産
で
あ
る
港
湾
施
設
を
貸

し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
五
条

関
係
）

５

港
湾
運
営
会
社
の
株
主
の
議
決
権
の
保
有
制
限

地
方
公
共
団
体
等
以
外
の
者
は
、
港
湾
運
営
会
社

の
株
式
に
つ
い
て
、
保
有
基
準
割
合
（
原
則
と
し
て

総
株
主
の
議
決
権
の
一
〇
〇
分
の
二
〇
）
以
上
の
数

の
議
決
権
を
取
得
し
、
又
は
保
有
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
と
し
た
。（
第
四
三
条
の
二
一
〜
第
四
三
条
の
二

四
関
係
）

二

特
定
外
貿
埠
頭
の
管
理
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
関
係

港
湾
管
理
者
に
よ
る
指
定
会
社
の
株
式
の
保
有
義
務

を
廃
止
し
、
地
方
公
共
団
体
等
以
外
の
者
は
、
指
定
会

社
の
株
式
に
つ
い
て
、
保
有
基
準
割
合
以
上
の
数
の
議

決
権
を
取
得
し
、
又
は
保
有
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と

し
た
。（
第
四
条
〜
第
四
条
の
四
関
係
）

三

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
平
成
二
三
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
七

号
）（
財
務
省
）

１

特
恵
関
税
制
度
の
改
正

^

平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
に
適
用
期
限
が
到
来
す

る
特
恵
関
税
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
適
用
期
限
を
一

〇
年
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
関
税
暫
定
措
置
法
第

八
条
の
二
関
係
）

_

特
定
の
鉱
工
業
産
品
等
に
対
す
る
特
恵
関
税
の
適

用
の
停
止
の
特
例
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。（
旧
関

税
暫
定
措
置
法
第
八
条
の
四
関
係
）

`

鉱
工
業
産
品
等
の
特
恵
税
率
の
引
上
げ
等
を
行
う

こ
と
と
し
た
。（
関
税
暫
定
措
置
法
別
表
第
三
及
び
第

四
関
係
）

２

個
別
品
目
の
関
税
率
の
改
正

硝
酸
バ
リ
ウ
ム
等
の
関
税
率
の
撤
廃
等
を
行
う
こ
と

と
し
た
。（
関
税
定
率
法
別
表
関
係
）

３

暫
定
関
税
率
等
の
適
用
期
限
の
延
長
等

^

平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
に
適
用
期
限
が
到
来
す

る
航
空
機
部
分
品
等
の
免
税
制
度
及
び
加
工
再
輸
入

減
税
制
度
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
適
用
期
限
を
三
年

延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
関
税
暫
定
措
置
法
第
四
条

及
び
第
八
条
関
係
）

_

平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
に
適
用
期
限
が
到
来
す

る
暫
定
関
税
率
並
び
に
農
産
品
に
係
る
特
別
緊
急
関

税
制
度
及
び
牛
肉
又
は
豚
肉
等
に
係
る
関
税
の
緊
急

措
置
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
適
用
期
限
を
一
年
延
長

す
る
等
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
関
税
暫

定
措
置
法
第
二
条
及
び
第
七
条
の
三
〜
第
七
条
の
六

等
関
係
）

４

関
税
率
表
の
品
目
分
類
に
関
す
る
調
整

「
商
品
の
名
称
及
び
分
類
に
つ
い
て
の
統
一
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
国
際
条
約
」
に
定
め
る
品
目
表
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
等
に
伴
い
、
関
税
率
表
の
品
目
分
類
に
関
す

る
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
関
税
定
率
法
別

表
並
び
に
関
税
暫
定
措
置
法
第
七
条
の
三
、
第
八
条
、

別
表
第
一
、
別
表
第
一
の
三
、
別
表
第
一
の
六
、
別
表

第
一
の
七
、
別
表
第
二
、
別
表
第
四
及
び
別
表
第
五
関

係
）

◇
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め

の
臨
時
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
法
律
第
八
号
）（
金
融
庁
）

１

中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た

め
の
臨
時
措
置
に
関
す
る
法
律
が
失
効
す
る
も
の
と
さ

れ
る
期
限
（
平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
）
を
、
平
成
二

四
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附

則
第
二
条
関
係
）

２

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
港
湾
法
及
び
特
定
外
貿
埠
頭
の
管
理
運
営
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
九
号
）（
国
土
交

通
省
）

一

港
湾
法
の
一
部
改
正
関
係

１

国
際
戦
略
港
湾
及
び
国
際
拠
点
港
湾
の
港
格
の
追

加
港
湾
の
種
類
に
つ
い
て
、
特
定
重
要
港
湾
を
廃
止

し
、
長
距
離
の
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
運
送
に
係
る
国

際
海
上
貨
物
輸
送
網
の
拠
点
と
な
り
、
か
つ
、
当
該

国
際
海
上
貨
物
輸
送
網
と
国
内
海
上
貨
物
輸
送
網
と

を
結
節
す
る
機
能
が
高
い
港
湾
で
あ
っ
て
、
そ
の
国

際
競
争
力
の
強
化
を
重
点
的
に
図
る
こ
と
が
必
要
な

港
湾
で
あ
る
国
際
戦
略
港
湾
及
び
国
際
海
上
貨
物
輸

送
網
の
拠
点
と
な
る
港
湾
で
あ
る
国
際
拠
点
港
湾
を

追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

２

直
轄
港
湾
工
事
の
対
象
の
追
加
及
び
費
用
に
係
る

国
の
負
担
割
合
の
設
定

国
土
交
通
大
臣
が
行
う
港
湾
工
事
に
国
際
戦
略
港

湾
に
お
け
る
一
定
の
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
埠
頭
の
荷

さ
ば
き
地
に
係
る
港
湾
工
事
を
追
加
す
る
と
と
も

に
、
国
際
戦
略
港
湾
及
び
国
際
拠
点
港
湾
に
お
け
る

港
湾
工
事
の
費
用
に
係
る
国
の
負
担
割
合
を
定
め
る

こ
と
と
し
た
。（
第
五
二
条
関
係
）

３

港
湾
運
営
会
社
制
度
の
創
設

国
際
戦
略
港
湾
及
び
国
際
拠
点
港
湾
に
お
い
て
、

コ
ン
テ
ナ
埠
頭
等
を
一
体
的
に
運
営
す
る
株
式
会
社

を
港
湾
運
営
会
社
と
し
て
指
定
し
、
運
営
計
画
の
変

更
認
可
そ
の
他
所
要
の
監
督
規
制
を
設
け
る
こ
と
と

し
た
。（
第
四
三
条
の
一
一
〜
第
四
三
条
の
二
〇
関

係
）

◇
国
際
通
貨
基
金
及
び
国
際
復
興
開
発
銀
行
へ
の
加
盟
に

伴
う
措
置
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
法
律
第
一
〇
号
）（
財
務
省
）

１

国
際
通
貨
基
金
に
対
す
る
出
資
の
額
が
増
額
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
の
に
伴
い
、
政
府
は
、
同
基
金
に
対
し
、

三
〇
八
億
二
、
〇
五
〇
万
特
別
引
出
権
に
相
当
す
る
金

額
（
改
正
前
は
一
五
六
億
二
、
八
五
〇
万
特
別
引
出
権

に
相
当
す
る
金
額
）
の
範
囲
内
に
お
い
て
出
資
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

２

国
際
復
興
開
発
銀
行
に
対
す
る
出
資
の
額
が
増
額
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
の
に
伴
い
、
政
府
は
、
同
銀
行
に
対

し
、
従
来
の
出
資
の
額
の
ほ
か
、
国
際
復
興
開
発
銀
行

協
定
第
２
条
第
２
項
æ
に
規
定
す
る
合
衆
国
ド
ル
に
よ

る
三
八
億
四
、
四
四
〇
万
ド
ル
の
範
囲
内
に
お
い
て
出

資
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

３

国
際
金
融
公
社
に
対
す
る
出
資
の
額
が
増
額
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
の
に
伴
い
、
政
府
は
、
同
公
社
に
対
し
、

従
来
の
出
資
の
額
の
ほ
か
、
二
、
一
三
六
万
合
衆
国
ド

ル
の
範
囲
内
に
お
い
て
出
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
た
。

４

国
際
開
発
協
会
に
対
す
る
出
資
の
額
が
増
額
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
の
に
伴
い
、
政
府
は
、
同
協
会
に
対
し
、

従
来
の
出
資
の
額
の
ほ
か
、
三
、
三
四
五
億
八
、
四
二

二
万
円
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
出
資
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
た
。

５

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
等
に
よ
る
災

害
か
ら
の
復
旧
復
興
に
資
す
る
た
め
の
国
会
議
員
の
歳

費
の
月
額
の
減
額
特
例
に
関
す
る
法
律
（
法
律
第
一
一

号
）（
国
会
）

１

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
津
波
等
に
よ
る
災
害
に
よ
っ

て
、多
数
の
人
々
が
犠
牲
に
な
り
、多
数
の
被
災
者
が
多

大
の
苦
難
を
強
い
ら
れ
今
な
お
不
自
由
な
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
多
く
の
国
民
と
共
に

š
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